
午後の部 (伝送交換)平 成 ３ １ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝46

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝47～伝61
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝62～伝76

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝77～伝80

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１７日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は８月 ５日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 通信電力

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、受電用変圧器の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

受電用変圧器は、鉄心と二つの巻線を持ち、 (ア) 作用を利用して高圧の交流電圧・電

流を (イ) の低圧の交流電圧・電流に変換することを目的とした静止型の機器である。

受電用変圧器は、一次巻線と二次巻線の位置関係などによって、一般に、一次側から入力さ

れた電圧・電流と二次側から出力される電圧・電流の間には損失の発生と位相の変化を伴う。

損失には無負荷損と負荷損があり、このうち無負荷損は変圧器を無負荷で運転したときの損失

であり、そのほとんどは磁束が鉄心を通ることにより発生する鉄損で、その大部分が (ウ)

である。

受電用三相変圧器の巻線の結線方法において、三角結線(△結線)と星形結線( 結線)を比較

した場合、両結線方式における線間電圧と線電流(線路電流)がそれぞれ等しいとき、△結線の

相電流は、 結線の相電流の (エ) 倍となる。

<(ア)～(エ)の解答群>
１ １

① ② ③ ３ ④ ３√
３ ３√

⑤ 正弦波 ⑥ 静電誘導 ⑦ 逓減周波数 ⑧ 渦電流損

⑨ 誘導体損 ⑩ 漂遊負荷損 ⑪ 相互誘導 ⑫ 交差磁化

⑬ 方形波 ⑭ 自己誘導 ⑮ 同一周波数 ⑯ ヒステリシス損
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

受電設備に用いられる保護継電器の種類、特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(オ) 。

Ａ 地絡継電器は、零相変流器と組み合わせて使用され、電路や機器において地絡事故が発生

したときに生ずる零相電流を検出する。地絡継電器は、零相電流の波形ひずみによる誤動作

を防止するため、一般に、狭帯域フィルタにより基本波成分だけを取り出している。

Ｂ 過電流継電器は、短絡事故や過負荷による異常電流を検出して、遮断器を動作させること

により異常電流を遮断する装置であり、誘導形、静止形などがある。

Ｃ 地絡方向継電器は、他の需要家構内や電力会社の送配電線区間での地絡事故と、自構内で

の地絡事故を、零相電圧に対する零相電流の位相差により判別して、不要動作を防止する。

地絡方向継電器は、一般に、自構内の高圧ケーブルの配線こう長が短く対地静電容量が小さ

い場合に用いるのが有効である。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

高圧受電設備に使用される機器の種類と特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 断路器は、一般に、無負荷状態で安全に電路を開閉できるが、平常時の負荷電流

などの大きな電流の開閉はできない。

② 高圧遮断器には、消弧方法の違いによって、真空遮断器、ガス遮断器、磁気遮断

器などの種類があり、ガス遮断器では、消弧媒質として、一般に、窒素ガスが使用

されている。

③ 負荷開閉器は、一般に、負荷電流を開閉する機能のほか、過負荷時や短絡事故時

の過電流を遮断して受電設備や負荷設備を保護する機能も併せ持つ。

④ 高圧限流ヒューズは、真空遮断器と比較して、一般に、定格遮断電流に対する遮

断速度が遅く、限流特性に劣るという短所があるが、小型軽量であるなどの長所を

有している。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＶケーブルの構造、特性、特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＣＶケーブルにおいて絶縁材料として用いられている架橋ポリエチレンは、紫外

線により劣化してひび割れなどを生ずる場合がある。

② 架橋ポリエチレンは、ポリエチレン分子を架橋結合することによって耐熱性能を

高めたものであり、ＣＶケーブルの内部絶縁層と外部防食層の両方に使用されてい

る。

③ ＣＶケーブルにおいて、電界が加えられた状態で、架橋ポリエチレンの内部に浸

入した水が樹枝状に成長する現象は、水トリーといわれる。水トリーが発生すると、

ＣＶケーブルを劣化させて絶縁性能を低下させる。

④ 交流通電中のＣＶケーブルにおいて、ケーブルに施された接地線を流れる電流に

含まれる直流成分を測定することによって、水トリーの発生状況を診断することが

できる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電路や電気設備における絶縁協調、雷保護などについて述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 電路における絶縁協調では、内部過電圧(開閉サージ電圧など)に対しては絶縁破

壊が生じないように電路の絶縁強度を設定し、外部過電圧(雷サージ電圧)に対して

は設置する避雷器の保護レベルを電路の絶縁強度よりも高く設定することによって

電路を保護する。

② キュービクル式高圧受電設備で用いられる避雷器は、配電線路から侵入する雷

サージ電流を大地へ流し、雷サージ電圧を抑制して電気設備の絶縁破壊を防止する

ためのものであり、一般に、酸化亜鉛形避雷器が用いられている。

③ 分離した金属製部分において、雷電流によって発生する電位差を低減させるため、

直接電気的に接続、又はサージ保護デバイスを介して接続することは、等電位ボン

ディングといわれる。

④ 雷保護システムのうち、受雷部システム、引下げ導線システム及び接地極システ

ムで構成されるものは、外部雷保護システムといわれる。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＵＰＳの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ

解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信システムに用いられるＵＰＳは、無停電で負荷設備に (ア) の交流電力を供給する

電源装置である。

ＵＰＳの装置構成には、蓄電池の接続方法により、整流器の出力端子とインバータの入力端

子の間に蓄電池を常時接続するフロート充電方式と、インバータの入力端子に (イ) を介

して蓄電池を接続する (イ) 方式がある。 (イ) 方式では、インバータに前置する整

流器とは別に、蓄電池に対する専用の充電器が必要である。

ＵＰＳを用いた給電方式には、常時運転するインバータから負荷設備に交流電力を供給する

常時インバータ給電方式と、常時商用電源から負荷設備に交流電力を供給する常時商用給電

方式がある。常時インバータ給電方式のうち (ウ) 方式では、運転中のインバータで内部

故障が発生し、かつ、インバータ給電を継続できない場合には、一般に、 (エ) 回路に無

瞬断で切り換わり、負荷設備への給電を継続する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 定電流・定電力 ② 並列給電 ③ 商用同期

④ 並列冗長 ⑤ 交流スイッチ ⑥ 独立運転

⑦ タンブラスイッチ ⑧ 商用直送 ⑨ 定電流・定周波数

⑩ 共通予備 ⑪ 直流スイッチ ⑫ バックアップ

⑬ 定電圧・定周波数 ⑭ 定電圧・定電力 ⑮ 保守バイパス

⑯ ハイブリッドスイッチ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＵＰＳの装置構成、特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① 並列冗長方式のＵＰＳは、常時は複数のＵＰＳユニットが負荷を分担しながら

並列運転しており、いずれか１台のＵＰＳユニットが故障したときは待機していた

予備のＵＰＳユニットが始動してその負荷への電力供給を引き継ぐ。

② 常時商用給電方式のＵＰＳは、常時商用電源で負荷に給電し、商用電源が停電し

た際にインバータ給電に切り換える方式であり、切換時に瞬断を伴う場合があるが、

常時はインバータを介さずに給電されるため、電力損失が少ない。

③ ＵＰＳの蓄電池接続方式の一つであるフロート充電方式では、蓄電池がＵＰＳの

直流母線に直接接続されており、常時はコンバータにより浮動充電電圧で蓄電池を

充電しながら、インバータに直流電力を供給している。

④ ＵＰＳの故障発生時や保守点検時に高速でバイパス回路へ切り換えるための切換

スイッチには、一般に、動作が高速の半導体スイッチが用いられる。

(３) 次の文章の 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電圧又は電流の品質に関する用語などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電圧波形又は電流波形のひずみ率は、基本波の実効値に対する高調波の実効値の

比であり、次式で表される。
∞ ２
Σ (第ｎ次高調波の実効値)
ｎ＝２

ひずみ率 ＝
基本波の実効値

② 電力系統において、電力供給が瞬時停止する事象は瞬時停電(瞬停)といわれ、故

障発生時に、故障点が切り離されるまでの間に電圧が瞬時低下する事象は瞬時電圧

低下といわれる。

③ 電力系統における短時間の電圧低下は、一般に、電力系統における短時間の電流

増加によって発生する。

④ 交流電源装置の出力端における電流の最大値に対する実効値の比は、一般に、ク

レストファクタといわれる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

各種インバータの内部動作などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 交流負荷は、一般に、誘導性又は容量性のリアクタンス成分を含んでいるため、

プッシュプルインバータの運転中は、そのインバータの内部に一時的に有効電力が

蓄積される。この蓄積された電力はいずれ解放される性質を持っており、直流電源

側から供給されて蓄積された電力の一部は、直流電力に再変換されて直流電源側に

戻される。

② ブリッジインバータは、センタタップ付きのトランスを内蔵しており、トランス

の一次巻線に接続された二つの電子スイッチを交互に開閉することによって電流を

流し、互いに極性の異なる磁束を磁心に発生させて二次巻線に交流電圧を誘起させ

ている。

③ ブリッジインバータにおける還流ダイオードは、スイッチング素子に対して直列

に接続される。この還流ダイオードは、スイッチング動作時に発生するサージ電流

を遮断してスイッチング素子に流れないようにすることにより、スイッチング素子

の破壊を防止している。

④ ブリッジインバータでは、スイッチング制御におけるデューティ比を変化させて

出力電圧の調整を行っている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

交流発電機の駆動に用いられるガスタービン機関の特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ ガスタービン機関は、ディーゼル機関と比較して、一般に、小型・軽量で振動が少なく、

冷却水を必要としないため、建物の屋上に設置することも可能である。

Ｂ ガスタービン機関は、ディーゼル機関と比較して、一般に、単位出力当たりの燃料消費量

が多い。

Ｃ ガスタービン機関は、ディーゼル機関と比較して、軽負荷運転時には、不完全燃焼に伴う

煤の発生が多くなるため、無負荷運転や軽負荷運転は極力避けなければならない。
すす

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、高周波リンク方式のインバータで用いられるサイクロコンバータについて述べた

ものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号

を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

高周波リンク方式のインバータで用いられるサイクロコンバータは、一般に、高周波トラン

スから出力される三相の交流電力を入力とし、単相の低周波交流電力に直接変換して出力する

電力変換装置であり、６個のスイッチング整流回路を基本単位として構成される。サイクロコ

ンバータは、一般に、その装置の内部で (ア) 分の１程度の比で周波数変換を行っている。

サイクロコンバータは、一般に、入力電力を負荷に供給するとともに、負荷に蓄積された無

効電力を入力側へ回生する機能が要求される。このため、基本構成単位である６個のスイッチ

ング整流回路は、３個ずつ正群と負群の２組に区分されて、それぞれ (イ) に接続され、

各群のスイッチング整流回路は、入力周波数に合わせて交互に動作することにより、所要の交

流出力電力を得ている。各スイッチング整流回路が、流れる電流の向きに関係なく常に動作し

ている (ウ) 方式のコンバータでは、流れる (ウ) を制限するために各群のスイッチ

ング整流回路の間に中間タップ付きの (エ) を接続している。また、サイクロコンバータ

の入力電源ラインに進相コンデンサと直列リアクトルを接続して入力力率の改善を図っている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 数 十 ② 無効電流 ③ 逆直列 ④ 限流リアクトル

⑤ 数 百 ⑥ 分路リアクトル ⑦ 循環電流 ⑧ 逆並列

⑨ 数 千 ⑩ 交流リアクトル ⑪ 零相電流 ⑫ カスケード

⑬ 数 万 ⑭ 逆相電流 ⑮ 並 列 ⑯ 直流リアクトル
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(２) 次の文章の 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

インバータ回路の構成、動作、特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ インバータを構成する回路自体やスイッチング素子自体が転流する能力を持ち、入力電源

に依存しない独立した交流を出力できる方式のものは、他励式インバータといわれる。

Ｂ 電流形の自励式インバータでは、一般に、直流側にリアクトルが直列に接続されている。

Ｃ 電圧形の自励式インバータでは、一般に、スイッチング素子には逆並列に帰還ダイオード

が接続されている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

商用バイパス回路を有する常時インバータ給電方式のＵＰＳにおける切換動作などについて

述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 平常時には、商用電源と常に同期をとって運転されているインバータから負荷へ電力を供

給しており、インバータの内部故障時には、一般に、高速切換回路によりインバータ出力側

から商用バイパス側に無瞬断で切り換わる。

Ｂ ＵＰＳの保守点検作業を終了し、商用バイパス側からインバータ出力側へ無瞬断で切戻し

を行う際には、インバータを商用バイパス側と同期運転させておく必要がある。

Ｃ 大容量ＵＰＳにおいて、インバータ出力側と商用バイパス側との切換スイッチには、一般

に、電磁接触器とサイリスタスイッチを組み合わせたハイブリッドスイッチが用いられる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

インバータの基本回路構成などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① リアクトル、コンデンサ及び負荷で直列共振回路を構成する直列インバータ回路

は、回路の共振周波数とスイッチング素子のスイッチング周波数を合わせることで

正弦波に近い交流出力が得られるが、共振周波数が負荷の電気的特性によって影響

を受けるため、負荷の適用範囲が制限される。

② プッシュプルインバータ回路は、トランスの二つの一次巻線の巻線数が等しい場

合、各スイッチング素子に印加される電圧は、プッシュプルインバータ回路の入力

電圧の２倍になる。

③ ブリッジインバータ回路は、スイッチング素子に入力電圧より高い電圧が印加さ

れるため、一般に、入力電圧が比較的低い場合に使用される。

④ スイッチング素子は、スイッチング動作時にサージ電圧などが加わり破壊される

おそれがあるため、一般に、スイッチング素子にスナバ回路を付加して保護してい

る。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＵＰＳの特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。ただし、

大容量ＵＰＳは定格容量がおおむね数百 kＶＡ 以上のもの、中容量ＵＰＳは定格容量がおお

むね数十 kＶＡ 程度のもの、小容量ＵＰＳは入出力電圧がいずれも単相交流１００ Ｖ で定

格容量がおおむね数 kＶＡ 以下のものとする。

<(ク)の解答群>

① 大容量ＵＰＳを使用する際に、ＵＰＳから負荷設備までの配線長が長い場合、こ

の配線区間の電力損失を低減させるために、ＵＰＳの交流出力電圧を高くし、負荷

設備の手前で変圧器により降圧して負荷設備に給電する方法がとられることがある。

② 中容量ＵＰＳは、出力電圧、出力電流容量、バックアップ時間などの仕様諸元が

ＪＩＳやＪＥＣによって規格化されており、一般に、１キャビネットタイプの構成

をとっている。

③ 大・中容量ＵＰＳは、小容量ＵＰＳと比較して発熱量が大きいため、一般に、装

置内部を冷却するためのパッケージ型空調装置を内蔵している。

④ 小容量ＵＰＳは、一般に、定格で２時間程度の商用電源の停電に対応するための

蓄電池を内蔵しており、これ以上の長時間停電には対応できない。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、スイッチングレギュレータの種類と特徴について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

直流電源装置の一つであるスイッチングレギュレータは、電圧変換の方法などの違いにより

(ア) 方式とコンバータ方式に大別できる。

(ア) 方式は、出力トランスを使わないため入出力間を (イ) ことができず、商用

電源を使用するラインオペレート型電源を構成することができないが、回路をオンボードで構

成できる、装置を小型軽量にできる、電圧の降圧だけでなく昇圧や極性変換も行うことができ

るなどの特徴を有する。

一方、コンバータ方式には、 (ウ) コンバータ、フォワードコンバータ、プッシュプル

コンバータなどの回路形式がある。このうち (ウ) コンバータは、出力トランスの一次側

と二次側が逆極性であり、他のコンバータと比較して、一般に、回路構成が簡単であるが、

(エ) は低く、小容量の領域で用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ドリフト ② 整合させる ③ フルブリッジ ④ 負荷変動応答速度

⑤ ロイヤー ⑥ ＰＷＭ制御 ⑦ 電磁結合する ⑧ ハーフブリッジ

⑨ 絶縁する ⑩ 電圧安定度 ⑪ フライバック ⑫ インバータ

⑬ チョッパ ⑭ 静電結合する ⑮ 許容入力電圧 ⑯ 電力変換効率
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

負荷電圧補償に用いられるブースタコンバータの動作原理、特徴などについて述べた次のＡ～

Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 蓄電池からブースタコンバータを介して負荷装置に給電する場合、ブースタコンバータの

昇圧機能により、一般に、蓄電池を放電終止電圧まで使用することが可能である。

Ｂ 平常時には、整流装置は、蓄電池を浮動充電しながら、ブースタコンバータに給電すると

ともに、帰還ダイオードを介して負荷装置に給電している。

Ｃ 商用電源の停電時など蓄電池電圧が低下した場合には、ブースタコンバータは、その低下

量に応じて発生させた出力電圧を負荷装置への入力電圧に重畳して、負荷装置への給電電圧

を規定の範囲内に維持する。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

垂下機能を有する整流装置で鉛蓄電池を充電するときの動作などについて述べた次の文章の

うち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 垂下機能は、充電開始時などの過大な出力電流による整流装置の破壊を防止する

ことを目的としており、整流装置の出力電流がある閾値を超過した場合に作動する。
しきい

② 蓄電池を浮動充電して使用する整流装置では、その出力電圧が大きく変動すると

蓄電池の劣化を早めることになるため、一般に、出力電圧変動値を規定の範囲内(お

おむね２ ％ 程度以下)に抑えるように制御している。

③ 深く放電した蓄電池を充電するとき、充電初期には、整流装置の出力電圧は蓄電

池電圧まで低下し、出力電流はほぼ一定値となる。

④ 充電終期には、蓄電池電圧は浮動充電電圧まで上昇し、蓄電池が満充電状態に達

すると、整流装置の出力電圧は低下して充電動作を終了する。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電力用アクティブフィルタの動作、特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 直列接続形のアクティブフィルタは、負荷の高調波電流を検出して電圧に変換し、

その位相を反転させた電圧(補償電圧)を電源系統に加えて、電源系統の高調波電流

を打ち消すように動作する。

② 並列接続形のアクティブフィルタは、負荷の高調波電流を検出し、その位相を反

転させた電流(補償電流)を電源系統に加えて、電源系統の高調波電流を打ち消すよ

うに動作する。

③ アクティブフィルタは、電源系統の有効電力を補償することによって皮相電力を

低減し、結果として、一般に、負荷接続点における力率を改善するとともに、負荷

電圧の変動を抑制することができる。

④ アクティブフィルタは、電源系統の高調波電流が装置の設計容量を超えた場合、

アクティブフィルタの定格容量の範囲内で補償を行うため、それ自体が過負荷にな

ることはない。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

シール鉛蓄電池の特性、特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① 負極表面の活物質は、電解液との反応により、放電時には収縮し、充電時には膨

張する。この収縮・膨張に伴う体積の変化を抑えるために、活物質には海綿状鉛が

用いられる。

② 通常の充放電使用状態では、シール鉛蓄電池の劣化は、一般に、充電時よりも蓄

電池の温度が上昇しやすい放電時の方が起こりやすい。

③ フロート充電方式で使用するシール鉛蓄電池では、負極において極板材料に添加

されたカルシウムなどの金属と極板材料とが反応し、極板格子に亀裂や腐食を発生

させることにより経年劣化を促進させることがある。

④ 適正な充電電圧よりも低い電圧でシール鉛蓄電池を充電すると、充電不足により

負極活物質が不還元性の結晶に変化し、蓄電池容量が低下するサルフェーションと

いわれる現象を引き起こすことがある。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 図は、通信ビルにおける高圧受電設備及び低圧配電設備の単線結線図の一例を示したものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＣＴ ② ＯＣＲ ③ ＬＡ ④ ＰＴ

⑤ ＭＣ ⑥ ＤＳ ⑦ ＺＣＴ ⑧ ＤＴＳ

⑨ Ｔ ⑩ ＤＧＲ ⑪ Ｃ ⑫ ＶＣＢ

⑬ ＰＦ ⑭ ＰＡＳ ⑮ ＬＢＳ ⑯ ＭＣＣＢ

高圧商用電源

　(イ)　

Ｉ ＞

一般負荷

3

ＶＣＴ

　(イ)　

Ｕ＜

Ｖ

Ｉ＞ Ａ

　(エ)　

　(ア)　

　(ウ)　

Ｗh

高圧発電装置

Ｇ

ＡＱＲ

空調負荷

　(ウ)　

　(エ)　

通信負荷

　(エ)　

　(ウ)　
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

高圧受電設備に使用される進相コンデンサ及び直列リアクトルについて述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 進相コンデンサは、基本波電圧に対するインピーダンスよりも高調波電圧に対す

るインピーダンスの方が大きいため、基本波電流に対する高調波電流の比率を小さ

く抑える効果がある。

② 進相コンデンサには進み無効電流を流す性質があるため、遅れ力率の負荷装置に

対して並列に進相コンデンサを接続すると、その負荷装置の遅れ無効電流を相殺す

ることができ、負荷装置に供給される皮相電力を有効に利用することができる。

③ 直列リアクトルは、電源系統の電圧ひずみを抑制することによる電圧波形の改善、

進相コンデンサ投入時の突入電流の抑制などのために用いられる。

④ 三相交流回路において、進相コンデンサと直列に接続される直列リアクトルは、

一般に、第５次高調波に対する進相コンデンサの影響を除去するために、進相コン

デンサの６ ％ 程度の容量のものが選定される。
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(３) 次の文章は、ある通信ビルにおける負荷設備に対する需要率、不等率及び負荷率について述べ

たものである。負荷設備の設備容量、需要電力などが以下の条件で与えられるとき、

内の(カ)～(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、答えは、四捨五入により整数とする。 (３点×３＝９点)

(条 件)

ⓐ 負荷設備ごとの設備容量及び年間最大需要電力

負荷設備 設備容量 kＷ 年間最大需要電力 kＷ

ＵＰＳ設備 １,５００ １,２００

空調設備 ９００ ７００

照明その他設備 ２００ １５０

ⓑ 負荷設備全体の年間最大需要電力 ： １,８００ kＷ

ⓒ 負荷設備全体の年間平均需要電力 ： １,５００ kＷ

(ⅰ) 負荷設備全体の年間の需要率は、 (カ) ％ である。

<(カ)の解答群>

① ５８ ② ６９ ③ ７３ ④ ８３ ⑤ ８８

(ⅱ) 負荷設備全体の年間の不等率は、 (キ) ％ である。

<(キ)の解答群>

① １１４ ② １２０ ③ １２７ ④ １３７ ⑤ １４４

(ⅲ) 負荷設備全体の年間の負荷率は、 (ク) ％ である。

<(ク)の解答群>

① ５８ ② ６９ ③ ７３ ④ ８３ ⑤ ８８



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省 
略や部分省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしてお 
りません。 

 


